
岐阜市立女子短期大学研究行動規範 

 

岐阜市立女子短期大学（以下「本学」という。）では、本学の基本理念と教育研究にお

ける基本方針に則り、教員は教育者・研究者としての倫理を常に自覚し、行動してきた。

学術研究にあっては、研究者は、自らが生み出す専門知識や技術の質を担保する責任

を有し、さらに自らの専門知識、技術、経験を活かして、人類の健康と福祉、社会の安全

と安寧、そして地球環境の持続性に貢献するという責任を有する。本学が築き、引き継

がれてきた信頼を守り、未来に伝承するために、本学構成員は、以下の行動規範を遵

守し、公正な研究の遂行に努めなければならない。 

 

 

１．研究活動における不正行為の防止 

 

研究者は、自らの研究の立案・計画・申請・実施・発表などの過程において、ねつ造、

改ざん、盗用、研究成果の重複発表などの不正行為を行わないことはもとより、研究・

調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し、研究成果の信頼性を確保すること

により、不正行為の発生を未然に防ぐ努力をしなければならない。 

 

 

２．研究費の適正な使用 

 

研究者は、研究の実施、外部資金を含む研究費の使用にあたっては、関連の法令、

通知及び本学諸規則等を遵守しなければならない。 

 

 

３．研究環境の整備 

 

本学構成員は、責任ある行動が不正行為や研究費不正使用の防止を可能にする

公正な環境の確立と維持であることを自覚し、自らの所属組織の責任者及び大学全

体の責任者と協力し、環境の質的向上に取り組まなければならない。また、不正行為

が行われ、若しくは、行われたことを知った時は、それを放置してはならない。 

 

 

４．環境・安全への配慮、生命倫理の尊重 

 

研究者は、研究実施上、環境・安全に対して有害となる可能性のあるものを取り扱

う場合には、関連する法令、本学諸規則、 関連省庁や学会等の指針 (ガイドライン) 

等を遵守するとともに、特に、ヒトや動物を対象とした研究においては生命倫理を最大

限に尊重しなければならない。 



５．研究成果・研究材料の共有、守秘義務の遵守 

 

研究者は、自らの公表済みの研究成果及び研究材料を広く研究者コミュニティーに

開放し、他の研究者が必要に応じて利用できるよう努めなければならない。一方で、

受託研究契約や知的財産権に係るものに関しては 所定の守秘義務を遵守するとと

もに、研究の過程において知り得た個人情報及び他の研究者の未発表研究成果につ

いては守秘義務を厳密に遵守しなければならない。 

 

 

６．差別の排除 

 

研究者は、研究・教育・学会活動において、人種、性、地位、思想・宗教などによっ

て個人を差別せず、科学的方法に基づき公平に対応して、個人の自由と人格を尊重

しなくてはならない。また、研究上の立場を利用したハラスメントを行ってはならない。 

 

 

７．利益相反 

 

研究者は、自らの研究、審査、評価、判断などにおいて、個人と組織、或いは学外 

者又は他の組織間の利益相反や責務相反の発生に十分に注意を払い、公共性に配

慮しつつ適切に対応しなければならない。 

 

 

８．研究指導者の責務 

 

研究指導者は、研究グループ内における研究データ・資料の適切な取扱いと管理・ 

保存に責任を持つとともに、研究グループ内の研究者が各自の能力を十分に発揮で

きるような研究環境の整備に努め、各研究者の貢献度の客観的評価を通じて公正な

グループ運営を行うものとする。また、研究グループ内の研究者全員に本行動規範

の内容を周知徹底し、規範を逸脱することのないように最善の配慮を払わなければな

らない。 


